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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 0 0 0 0 0 〇 4 24 0 11 2 4
〇 5 31 0 15 1 3 ◎ 5 0 0 0 0 1
〇 6 33 6 6 3 1 〇 6 14 0 6 2 3
〇 7 8 0 4 0 3 〇 7 17 3 2 4 1
〇 8 21 5 3 0 2 〇 8 23 4 4 3 1

9 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 0
〇 10 10 1 3 1 2 10 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 〇 11 7 1 2 0 3
12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0
13 2 0 1 0 0 13 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0
15 4 0 2 0 0 15 0 0 0 0 0
16 16
17 17
18 18

109 12 34 5 85 8 25 11
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　ツインタワー擁する延岡学園と、速いボール運びからシュートチャンスを作りたい市立船橋との対戦。第１
Ｐ、お互いにハーフコートマンツ－マンでスタートする。市立船橋はツインタワーに気を取られ、延岡学園＃６
和田らに連続３Ｐを許す。市立船橋も＃７遠藤の３Ｐや＃８星野のドライブインなどで対抗し、延岡学園が24対
20とリードして第２Ｐへ。第２Ｐ、延岡学園は＃５シダット、＃７永吉のツインタワーが確率の高いゴール下の
シュートで得点を重ねていく。それに対して、市立船橋はインサイドを攻めきれずアウトサイドシュートを狙う
が決定力に欠け54対34と２０点のリードを許して前半終了。第３Ｐ、内・外から多彩な攻撃を見せる延岡学園に
対し、市立船橋は速い展開からの攻撃で対抗する。残り1分30秒、市立船橋は、＃８星野の３Ｐで11点差まで追
い上げ、79対65で延岡学園がリードして第４Ｐへ。第４Ｐ、最終ピリオドに入り、お互い点の取り合いとなる
が、高さに勝る延岡学園がオフェンスリバウンドから確実に得点するなどしてじわじわと点差が開く。最後まで
積極的にシュートを狙った市立船橋であったが、延岡学園が109対85でこの試合を制しベスト８に進出した。
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